
今号の主な内容
12／新役員就任あいさつ
　3／新年度事業計画・収支予算
　4／令和2年度新役員
　5／オリジナルマスクコンテスト
67
89／三世代交流 福幸祭in真備

��／県下各クラブの活動紹介
　�／会員のひろば
　�／市町村老連正・副会長会議
　�／加入促進表彰

奈義町 那岐山麓山の駅　写真提供：岡山県観光連盟

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第23号

おかやま県老連だより
（通巻92号）
令和2年8月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

就
任
に
あ
た
っ
て

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長�

吉
田�

建
太
郎

　

去
る
６
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
の

推
挙
を
い
た
だ
き
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

続
投
と
な
り
ま
す
が
、
能

力
、
知
力
共
微
力
で
す
の
で
前

に
も
増
し
て
気
力
を
し
っ
か
り

高
め
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
誠

心
誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
私
は
コ
ロ
ナ
の
嵐
が
吹

き
す
さ
ぶ
大
海
の
真
っ
只
中
に

い
る
心
境
で
す
。
日
常
生
活
・

生
産
活
動
の
一
部
が
停
ま
っ
て

何
時
収
束
す
る
か
の
見
通
し
が

た
た
な
い
状
況
の
中
、
こ
れ
か

ら
の
舵
取
り
の
難
し
さ
、
ク
ラ

ブ
活
動
推
進
の
重
さ
を
つ
く
づ

く
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
で
出
さ
れ
て
い
た
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
国

は
終
息
に
向
け
「
感
染
防
止
」、

「
経
済
社
会
活
動
」
の
二
点
に

絞
り
重
点
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
収
束
が
何
時
に
な
る
の
か

全
く
不
透
明
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
様
に
今
、
尚
即
刻
に

解
決
す
べ
き
数
々
の
社
会
問
題

が
く
す
ぶ
る
中
、
私
た
ち
高
齢

者
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
係
わ
る
状

況
、
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
目
前
に
現
れ
た
現
象
の
一

つ
に
「
外
出
自
粛
」、「
三
密
を

避
け
る
」、「
移
動
を
控
え
る
」

等
、
日
常
生
活
に
係
る
要
請
が

今
な
お
続
い
て
お
り
、
結
果

と
し
て
多
く
の
お
年
寄
り
の
今

の
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
健
康
、

暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前

聞
い
た
、
元
京
都
大
学
学
長
さ

ん
の
話
に
「
人
は
生
ま
れ
つ
き

集
ま
る
習
性
が
あ
る
。
そ
し
て

他
人
と
出
会
い
、顔
を
合
わ
せ
、

考
え
、
又
移
動
し
て
物
に
出
会

い
新
し
い
仲
間
、
行
動
を
知
る

社
会
性
を
本
能
的
に
持
っ
て
い

る
」と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
人
が
集
ま
り
会

話
し
、
交
流
す
る
こ
と
こ
そ

「
豊
か
で
、
楽
し
い
高
齢
者
の

生
活
」
実
現
の
原
点
で
あ
る
こ

と
を
我
々
は
知
る
べ
き
で
す
。

ま
た
一
方
、
高
齢
者
介
護
施
設

の
介
護
の
現
状
、
体
制
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
に

と
っ
て
先
々
不
安
要
素
が
山
積

み
で
あ
る
と
い
う
の
も
事
実
で

す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
二

点
を
し
っ
か
り
頭
に
置
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
も
含
め
て

「
コ
ロ
ナ
以
降
の
新
し
い
活
動

の
仕
方
、
あ
り
方
、
体
制
」
に

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
か
ね
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
外
界
は
コ
ロ
ナ
の
猛
吹

雪
の
真
っ
只
中
で
す
。
当
分
収

ま
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

ば
し
ビ
バ
ー
ク
し
て
天
候
の
回

復
を
待
っ
て
、
新
し
い
道
を
探

り
、
登
り
方
を
工
夫
し
て
頂
上

を
目
指
し
て
、
再
度
積
極
的
に

果
敢
に
挑
戦
し
て
ゆ
か
ね
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

私
た
ち
の
目
指
す
頂
上
（
目

標
）
と
は
、
人
生
百
年
時
代
に

向
け
て
高
ま
る「
老
人
ク
ラ
ブ
」

活
動
の
期
待
に
答
え
る
べ
き
目

標
で
あ
る
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
自
分
ら
し
い
、
元
気
で
、

楽
し
い
暮
ら
し
」の
実
現
で
す
。

早
く
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
し
て

新
し
い
活
動
が
ス
タ
ー
ト
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
に
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

1　2020 年（令和 2年）8月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



　

副　

会　

長　
　

安
田　

泰
治

　

近
年
、
超
高
齢
化
が
進
む
中

で
（
満
65
歳
以
上
は
全
国
平
均

で
28
・
９
％
、
岡
山
県
平
均
30
・

５
％
）
平
均
寿
命
が
延
び
、
心

身
と
も
元
気
な
高
齢
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
が
、
長
年

培
っ
て
き
た
豊
か
な
経
験
を
活

か
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
な

が
ら
、
高
齢
者
は
「
支
え
ら
れ

る
側
」で
は
な
く
、「
支
え
る
側
」

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
様
々
な
団
体
や
グ

ル
ー
プ
と
協
働
し
活
動
の
輪
を

広
げ
て
行
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
ま
た
高
齢
者
人
口
が
増
加

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
価

値
観
や
生
活
様
式
の
違
い
に
よ

り
ク
ラ
ブ
活
動
の
主
旨
の
理

解
が
得
に
く
く
、
新
規
会
員
加

入
に
到
っ
て
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
起
因
し
て

役
員
の
高
齢
化
、
活
動
の
停
滞

化
、
人
事
構
成
に
大
き
な
支
障

を
き
た
し
、
伝
統
あ
る
ク
ラ
ブ

の
解
散
、
会
員
数
も
減
少
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
、

未
加
入
者
に
根
気
よ
く
声
を
か

け
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
伝

え
、
仲
間
づ
く
り
に
今
以
上
に

頑
張
っ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

副　

会　

長　
　

延
原　

愛
子

　

女
性
委
員
長

　

令
和
２
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
自
粛
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
密
閉
・
密

集
・
密
接
を
避
け
る
た
め
に
、

３
月
よ
り
今
に
至
る
ま
で
集
会

が
中
止
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
は
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
７
月
に
倉
敷
市
児
島
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
も
来
年
度

に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
会

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
研
修
会

参
加
者
の
お
土
産
品
を
、
昨
年

よ
り
手
作
り
し
、
出
来
上
が
っ

て
い
た
だ
け
に
、
延
期
は
残
念

で
す
が
、
来
年
に
は
き
っ
と
お

渡
し
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
で
も
出
来
る

感
染
防
止
の
取
り
組
み
と
し

て
、
５
月
～
６
月
に
県
老
連
主

催
で
、
手
づ
く
り
マ
ス
ク
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご

自
慢
の
マ
ス
ク
を
出
品
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

女
性
会
員
と
し
て
出
来
る
こ

の
よ
う
な
「
共
助
」
に
、
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
引
き
続
き
、
会
員
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

副　

会　

長　
　

城
戸　

清
宏

　

シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
に
潜
み
、

渡
り
鳥
の
媒
介
で
変
異
し
、今
、

世
界
各
国
で
拡
散
し
て
い
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　

人
類
は
見
え
な
い
恐
怖
に
脅

え
、
経
済
は
停
滞
し
、
社
会
生

活
の
基
盤
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し

て
き
た
日
常
も
こ
れ
に
伴
い
大

き
く
変
化
し
、
現
在
の
状
況
に

適
応
し
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
出
来
る
こ
と
、
今

し
か
出
来
な
い
こ
と
を
考
え
な

が
ら
高
齢
者
の
健
康
、
生
き
甲

斐
づ
く
り
に
尽
力
し
、
社
会
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

副　

会　

長　
　

小
野　

恭
三

　

人
生
百
歳
時
代
を
迎
え
、
私

た
ち
高
齢
者
は
、
健
康
寿
命
も

百
歳
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
世
界
中
に
拡
大

し
て
、
経
済
は
落
ち
込
み
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
が
延

期
・
中
止
と
な
り
、
大
変
な
時

で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
も
、
県
老
連

は
発
展
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
基
本
理
念
「
健
康　

友

愛　

奉
仕
」
の
活
動
で
、
全
老

連
六
十
周
年
を
祝
い
、
県
内
各

地
で
単
位
ク
ラ
ブ
を
増
や
し
、

単
位
ク
ラ
ブ
会
員
の
年
間
１
名

純
増
運
動
を
継
続
し
て
、
県
老

連
が
魅
力
あ
る
会
と
な
り
ま
す

よ
う
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

６
月
30
日
（
火
）、
県
老

連
の
役
員
改
選
を
受
け
て
、

新
た
に
就
任
し
た
会
長
、
副

会
長
全
員
で
岡
山
県
の
伊
原

木
知
事
に
就
任
あ
い
さ
つ
に

出
向
き
ま
し
た
。
知
事
室
で

の
懇
談
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
話
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
知
事
か
ら
、「
岡
山

県
は
こ
れ
ま
で
何
と
か
乗
り

切
れ
て
い
る
が
、
特
に
高
齢

者
は
重
症
化
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
十

分
な
注
意
が
必
要
」
と
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、「
孤
立
を
防
ぎ
、
体
と

気
持
ち
を
い
い
状
態
に
保
つ

た
め
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

は
じ
め
、
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
や

る
活
動
が
大
事
だ
、
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
や
り
方
を

工
夫
し
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
予
定
時
間
を
大
き
く
超

え
た
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

就 任 あ い さ つ

伊
原
木
知
事
に

就
任
あ
い
さ
つ

県老連
役員
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令
和
元
年
度

事
業
報
告
・
決
算

承
認
さ
れ
る

令
和
２
年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算
決
ま
る

　

令
和
２
年
５
月
に
予
定
さ
れ

て
い
た
理
事
会
と
6
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
定
時
評
議
員
会
の

開
催
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
書
は
、
他
の
議
案
と
と
も

に
書
面
決
議
の
方
法
に
よ
り
理

事
会
、
定
時
評
議
員
会
に
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
概
ね
計
画
ど
お
り
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
下
の
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
２
年
３
月
13
日
（
金
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
県

老
連
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
事
業
計

画
と
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
 

令
和
２
年
度

　
 

事
業
計
画
概
要

◆
重
点
目
標

1
組
織
運
営
体
制
の
確
立

　

・�

仲
間
を
広
げ
る
加
入
促
進

運
動
の
推
進
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り　
　

　

・�

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
開
催

2�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

取
り
組
み
（
健
康
づ
く
り
）

3�

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活

動
（
友
愛
活
動
）

◆
事
業
計
画

1�

第
45
次
岡
山
県
老
人
福
祉
大

学
の
開
催

　

会�

場　

岡
山　

倉
敷（
２
回
）

津
山　

高
梁

　

期
間　

９
月
～
12
月

　

受
講
生
募
集

　
　

１
、５
５
０
名

　

テ
ー
マ

　
　

◇
老
後
の
雑
学

　
　

◇
健
康
づ
く
り

　
　

◇
音
楽
と
健
康

2�

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

開
催
（
年
１
回
）

3�

健
康
づ
く
り・介
護
予
防
事
業

　

・�

事
業
報
告
会
の
開
催
（
年

１
回
）

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
健
康
・
介
護
）
10
箇
所

　
　

�

１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以

内

4�

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催

　

実
施
地
区

　
　

備
前　

備
中　

美
作

　

�

１
地
区
17
万
円
以
内
で
２
種

目
ま
で
（
１
種
目
に
付
き

７
万
円
以
上
）

5
次
世
代
育
成
支
援
事
業

　

・�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会
の
開
催

（
年
１
回
）

　

・�
地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
次
世
代
育
成
）
10
箇
所

　

１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

6�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活

動

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
友
愛
活
動
）
５
箇
所

　

１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

7�

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
活
動

　

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

　

・�

特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
な

ど
防
犯
安
全
対
策

8�

災
害
復
興
支
援
事
業
（
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
）

　

・�

災
害
復
興
活
動
等
の
資
料

収
集

　

・�

災
害
復
興
関
連
事
業
の
募

集
・
実
施

9
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
育
成

　

・�

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

会�

場　

５
会
場
（
岡
山
、

倉
敷
、
津
山
、
高
梁
、

美
作
）

　

・�

第
49
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
派
遣
（
山
形
県
山
形

市
）

　

・�

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

実
施
地
区

　
　
　

備
前　

備
中　

美
作

　

・�

全
老
連
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
派
遣

��

第
57
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
（
岡
山
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
）

　

第
１
部

　
　

�

岡
山
県
知
事
表
彰
・
保
健

福
祉
部
長
表
彰
・
県
老
連

会
長
表
彰

　

第
２
部　

講
演

�
会
員
加
入
促
進
事
業

　

・�

会
員
加
入
促
進
委
員
会
の

開
催
（
若
手
委
員
会
と
合

同
開
催
）

　

・�「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
の
推
進

　

・�

会
員
加
入
促
進
モ
デ
ル
単

位
ク
ラ
ブ
表
彰

�
表
彰

　

・�

全
老
連
会
長
表
彰
（
育
成

功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

　

・�

活
動
賞
（
健
康
づ
く
り
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
そ
の
他
）

�
広
報
活
動

　

・�

機
関
紙
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ

ア
岡
山
」
の
発
行

　
　

年
２
回　

各
５
万
部

��

市
町
村
老
連
正
・
副
会
長
会

議

　

岡
山
い
こ
い
の
村　

年
１
回

��

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

�

岡
山
県
が
当
番
県　

倉
敷
市

児
島
で
開
催

��

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
会

議
（
年
１
回
）

��

法
人
運
営
・
管
理
（
評
議
員

会
、
理
事
会
、
監
査
会
）

�
そ
の
他

　

 
収
支
予
算

（
下
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

■ 令和元年度決算報告 ■ ■ 令和 2年度予算 ■

収入
35,568
（単位：千円）

収入
39,153
（単位：千円）

支出
35,568
（単位：千円）

支出
39,153
（単位：千円）

会費
8,436

補助金等
13,485

事業収入
4,057

寄付金
2,198

事業費
28,731管理費1,927

固定資産取得支出459

財政調整基金
積立支出 2,298

事業費
34,943

管理費
2,057

シルバー基金運用利息積立支出
2,153

シルバー基金財政
積立預金取崩収入
2,153

前期繰越金収入 2,086 寄付金
3,485

雑収入11

会費
8,364

補助金等
14,385

事業収入
4,916

基金運用2,153

運用資金積立預金取崩収入1,600

シルバー基金財政
積立預金取崩収入
2,153

前期繰越金収入 2,086

基金運用2,153

運用資金積立預金取崩収入1,000

シルバー基金運用利息積立支出 2,153
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今
年
度
は
、
県
老
連
の
理

事
、
監
事
、
評
議
員
の
全
員
の

改
選
期
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
５
月
の
理
事
会
と
6
月

の
定
時
評
議
員
会
は
開
催
を
中

止
し
、
い
ず
れ
も
書
面
決
議
の

方
法
に
よ
り
、
議
案
の
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
市
町
村
老
連
か
ら
推
薦
し
て

い
た
だ
い
た
候
補
者
全
員
が
新

し
い
理
事
・
監
事
・
評
議
員
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し

た
。（
左
の
名
簿
の
と
お
り
）

　

こ
れ
を
受
け
て
、
新
理
事
の

中
か
ら
県
老
連
の
会
長
、
副
会

長
、常
務
理
事
を
決
め
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
留
意
し
た
上
で
、
６
月
23
日

（
火
）
に
新
理
事
に
よ
る
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り

新
役
員
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
会
長
（
代
表
理
事
）

　
　

吉
田　

建
太
郎

　
　
　
（
瀬
戸
内
市
老
連
顧
問
）

■
副
会
長
（
備
前
地
区
代
表
）

　
　

城
戸　

清
宏

　
　
　
（
玉
野
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
備
中
地
区
代
表
）

　
　

安
田　

泰
治

　
　
　
（
倉
敷
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
美
作
地
区
代
表
）

　
　

小
野　

恭
三

　
　
　
（
津
山
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
女
性
代
表
）

　
　

延
原　

愛
子

　
　
　
（
美
咲
町
老
連
女
性
部
長
）

■
常
務
理
事（
業
務
執
行
理
事
）

　
　

杉　
　
　

潔

　
　
　
（
会
長
推
薦
）

  

理　

事

◆
備
前
地
区

　

玉
野
市　

城
戸　

清
宏

　

瀬
戸
内
市　

吉
田　

建
太
郎

　

和
気
町　

柴
田　

清
子
※

　

瀬
戸
内
市　

小
山　

国
枝

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

安
田　

泰
治

　
　

〃　
　

中
山　
　

康

　

笠
岡
市　

平
野　
　

勲
※

　

井
原
市　

岡
田　

捷
夫
※

　

新
見
市　

北　
　

卓
士
※

　

倉
敷
市　

山
本　

優
子
※

◆
美
作
地
区

　

津
山
市　

小
野　

恭
三
※

　

真
庭
市　

綱
島　

正
志

　

美
作
市　

髙
田　

好
己
※

　

勝
央
町　

青
井　

壽
一
※

　

美
咲
町　

延
原　

愛
子

◆
会
長
推
薦　
杉　
　
　

潔

  

監　

事

◆
備
前
地
区

　

赤
磐
市　

繁
定　

健
三
※

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

福
元　

秀
子
※

◆
美
作
地
区

　

津
山
市　

長
船　

弘
良

◆
会
長
推
薦　
平
松　

卓
雄

  

評 

議 

員

◆
備
前
地
区

　

玉
野
市　

香
川　

崇
二

　

備
前
市　

松
本　

和
好

　

瀬
戸
内
市　

中
尾　

博
延

　

赤
磐
市　

小
坂　

通
夫

　

和
気
町　

行
正　

健
志

　
吉
備
中
央
町　

上
田　

萬
壽
男

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

川
口　

孝
志
※

　
　

〃　
　

野
田　

俊
明

　
　

〃　
　

植
田　

洋
子
※

　
　

〃　
　

津
島　

博
子
※

　

笠
岡
市　

天
野　

秀
範
※

　

井
原
市　

山
口　

佳
博
※

　

総
社
市　

岡　
　
　

弘
※

　

高
梁
市　

前
原　

康
裕
※

　

新
見
市　

真
壁　

勲
二
※

　

浅
口
市　

白
神　
　

勇
※

　

早
島
町　

薮
木　

伸
一

　

里
庄
町　

平
野　

槙
吉

　

矢
掛
町　

日
置　

彰
雄

◆
美
作
地
区

　

津
山
市　

日
下　

和
夫
※

　

真
庭
市　

澤
本　

晴
視

　

美
作
市　

宿
茂　
　

悟
※

　

新
庄
村　

酒
井　

正
博

　

鏡
野
町　

藤
本　

信
男
※

　

勝
央
町　

小
林　

重
俊
※

　

奈
義
町　

元
番　
　

實

　

西
粟
倉
村　

金
子　
　

稔

　

美
咲
町　

岡
部　

真
三
郎

　

久
米
南
町　

磯
山　
　

守

岡
山
県
老
連

令
和
２
年
度 

新
理
事
・
監
事
・
評
議
員

※
が
新
し
く
就
任
さ
れ
た
方
で
す
。

岡山県老連  令和2年度新役員決まる
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県
老
連
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
広
が
り
、

外
出
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
中
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や
一
般
高
齢

者
の
で
き
る
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
ま
た
、
家
庭
に
い
て
も

楽
し
め
る
取
り
組
み
と
し
て

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

応
募
資
格
は
県
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
方
で
、
令
和
２
年
５

月
１
日
～
６
月
15
日
を
応
募
期

間
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
０
６
名
、
１

団
体
か
ら
、
１
９
６
枚
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
応
募
点
数
は
1
人
１

点
と
し
ま
し
た
が
、
1
人
で
２

点
、
３
点
と
応
募
さ
れ
た
方
も

あ
り
、
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
取
り
組
ま
れ
た
団
体
も
あ

り
、
１
９
６
枚
の
応
募
点
数
と

な
り
ま
し
た
。

　

応
募
者
の
市
町
村
別
で
は
、

18
市
町
村
（
11
市
６
町
１
村
）

で
、
多
く
の
市
町
村
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

【
審
査
会
】

　

令
和
２
年
６
月
30
日
（
火
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
お

い
て
審
査
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
審
査
員
は
、
県
老
連
の
正

副
会
長
・
事
務
局
員
、
県
社
協

や
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
内
の
福
祉

団
体
職
員　

計
10
名
（
男
性
５

名
、
女
性
５
名
）
で
、
大
人
部

門
と
孫
部
門
に
分
類
し
た
応
募

作
品
を
、
採
点
項
目（
見
た
目
・

デ
ザ
イ
ン
・
機
能
性
・
創
造
性
・

技
術
）別
に
採
点
し
て
も
ら
い
、

そ
の
集
計
結
果
に
よ
り
入
賞
作

品
20
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
県
老
連
の
会
長
賞

１
点
・
副
会
長
賞
５
点
・
女
性

委
員
長
賞
１
点
・
事
務
局
長
賞

１
点
・
女
性
事
務
局
賞
１
点
と
、

ア
イ
デ
ア
賞
３
点
、
お
洒
落
で

賞
３
点
、
孫
に
付
け
て
欲
し
い

で
賞
５
点
の
計
20
点
で
す
。

　

い
ず
れ
の
マ
ス
ク
も
素
晴
ら

し
い
出
来
栄
え
で
、
甲
乙
付
け

難
く
、
判
断
に
頭
を
抱
え
る
審

査
員
泣
か
せ
の
審
査
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
賞
と
応
募
者
の

お
名
前
等
は
、
写
真
と
共
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　

各
賞
を
受
賞
し
た
マ
ス
ク
に

つ
い
て
は
、
県
老
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
９

月
15
日（
火
）～
28
日（
月
）ま
で

の
２
週
間
、
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

１
階
の
ス
ペ
ー
ス
で
展
示
い
た

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク

コ
ン
テ
ス
ト
開
催

県老連会長賞

県老連副会長賞

県老連
女性委員長賞

孫に着けて
欲しいで賞

お洒落で賞

アイデア賞

県老連
女性事務局賞

県老連
事務局長賞

片山 菊枝
（倉敷市）

田中 民子
（倉敷市）

森下 房子
（倉敷市）

赤木 光枝（倉敷市）川内 貞女
（和気町）

宇高 宣子
（和気町）

吉井 矩子
（岡山市）

内田 幹恵
（倉敷市）

徳増 高子
（倉敷市）

藤井 孝恵
（井原市）

河内 美樹
（倉敷市）

永光 静恵
（浅口市）

倉永 愛子
（倉敷市）

片山 寿美
（岡山市）

松本 スエ子
（倉敷市）

高下 美智代
（倉敷市）

酒井 アツ子
（岡山市）

谷口 ユリ子
（倉敷市）

月田 かなえ
（美作市）

坂手 美恵子
（津山市）

入賞作品
決定

5　2020 年（令和 2年）8月



　
令
和
２
年
１
月
26
日
㈰
10
：
00

～
14
：
00
、
倉
敷
市
真
備
町
の
吉

備
真
備
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
い

て
、
西
日
本
豪
雨
災
害
復
興
応
援

事
業
と
し
て
「
三
世
代
交
流 

福

幸
祭
in
真
備
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

西
日
本
豪
雨
の
被
災
地
で
あ
る
県

西
部
の
倉
敷
市
・
井
原
市
・
総
社

市
・
高
梁
市
・
矢
掛
町
の
各
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
し
、
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
共
催

の
も
と
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を

得
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
復
興
を
目
指
し
て
努
力
さ
れ
て

い
る
真
備
町
と
そ
の
近
隣
の
方
々

を
集
客
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
世
代
間

交
流
を
通
し
て
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
元

気
、
高
齢
者
の
元
気
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
企
画
し
ま

し
た
。

　
26
日
の
前
一
週
間
は
、
四
国
の

南
に
前
線
が
停
滞
し
た
影
響
で
雨

が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
と
不
安
定

な
天
候
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
当
日
は
晴
れ
間
も
広
が
る

好
天
と
な
り
ま
し
た
。
翌
日
は
雨

に
な
り
ま
し
た
の
で
、ま
さ
に
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
の
開
催
日
で
し
た
。

　
キ
ッ
ズ
、体
験
、相
談
の
各
ブ
ー

ス
の
ほ
か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー
で
の
実
演
、
福
幸
餅
と

ポ
ト
フ
の
ふ
る
ま
い
や
飲
食
の
出

店
も
加
わ
っ
て
に
ぎ
や
か
な
会
場

と
な
り
、
参
加
者
も
１
、０
０
０

名
を
超
え
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
、工
作
、

昔
遊
び
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
ブ
ー
ス
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
担

当
し
、
参
加
者
と
一
緒
に
大
い
に

楽
し
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご

支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

三世代
交流福幸祭 in 真備

西日本豪雨災害復興応援

ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食

開催！

  

多
く
の
会
話
、
笑
顔
が
地
域
を
元
気
に
す
る

�

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
　
吉
田
　
建
太
郎

　

１
月
26
日
早
朝
、
心
配
だ
っ
た

お
天
気
も
大
丈
夫
だ
…
先
ず
は
一

安
心
、
仲
間
と
一
緒
に
会
場
で
あ

る
吉
備
真
備
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
既
に
昨
日
の
段

取
り
か
ら
引
き
続
き
、
関
係
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
が
最
後
の
準
備
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。「
お
天
気
で

良
か
っ
た
な
！
」
と
早
朝
か
ら
の

ご
苦
労
を
労
っ
て
声
掛
け
を
し
て

回
り
ま
し
た
。
関
係
ス
タ
ッ
フ
の

ほ
っ
と
し
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。

　
「
福
幸
祭
」
は
三
世
代
の
「
集

ま
り
の
場
」
と
し
て
、
多
く
の
皆

様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
し
っ

か
り
会
話
し
て
、
交
流
し
て
も
ら

い
「
元
気
と
笑
い
」
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
し
て
、

し
っ
か
り
頑
張
り
ま
し
た
。
途
切

れ
な
く
来
場
さ
れ
る
人
が
多
く

我
々
ス
タ
ッ
フ
の
昼
食
も
取
れ
な

い
状
況
で
あ
っ
た
事
も
、
良
き
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
集
ま
り
の
場
づ
く
り
は
「
老
人

ク
ラ
ブ
」の
友
愛
活
動
の
一
貫
で
、

こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
の

「
王
道
」と
考
え
ま
す
。今
回
の「
福

幸
祭
」
は
特
に
真
備
地
域
の
皆
様

の
「
絆
づ
く
り
」
に
貢
献
で
き
た

か
な
・
・
と
の
不
安
も
あ
り
ま
す

が
「
先
ず
は
大
成
功
」。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様゙
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
我
々
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
は
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

３
世
代
交
流
真
備
「
福
幸
祭
」

 

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

監
事
　
繁
定
　
健
三

　

男
の
子
も
、
女
の
子
も
、
ご
両

親
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち
ゃ

ん
も
み
ん
な
長
蛇
の
列
。
子
供
達

が
並
ん
で
待
っ
て
作
っ
て
い
る
も

の
は
昔
懐
か
し
い
遊
び
「
ゴ
ム
鉄

砲
」
だ
。
割
り
ば
し
と
輪
ゴ
ム
を

使
っ
て
組
み
立
て
る
工
作
だ
が
、

一
人
ひ
と
り
子
供
た
ち
は
器
用
な

手
つ
き
で
次
々
に
「
ゴ
ム
鉄
砲
」

を
仕
上
げ
て
い
く
。
そ
し
て
出
来

上
が
っ
た
ゴ
ム
鉄
砲
を
試
射
し
て

納
得
の
様
子
だ
っ
た
。

　
前
も
っ
て
用
意
し
て
い
た
材
料

が
早
く
も
午
後
1
時
40
分
頃
に
総

て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー
は
総
て
札
止

め
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
度
の
真
備
「
福
幸
祭
」
に

向
け
て
用
意
万
端
調
え
て
心
待
ち

に
し
て
い
た
が
、
夜
来
の
雨
に
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
当

日
は
晴
れ
、
汗
ば
む
陽
気
に
誘
わ

れ
て
地
元
真
備
の
た
く
さ
ん
の
皆

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
笑
顔
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
真
備
地
区
を
襲
っ
た
西
日
本
豪

雨
災
害
の
痕
跡
は
会
場
周
辺
に
は

見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
地
元

皆
様
の
ご
苦
労
を
想
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
。

“
ガ
ン
バ
レ
真
備
”

2020 年（令和 2年）8月　6



ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食
  

福
幸
祭
に
参
加
し
て

 

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

副
会
長
・
女
性
委
員
長
　
延
原
　
愛
子

　
前
夜
は
雨
、
今
は
曇
り
で
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
る
か
な
ぁ
～
、
と

の
思
い
も
10
時
に
開
会
挨
拶
が
あ

る
と
徐
々
に
天
候
も
良
く
な
り
、

い
つ
の
間
に
か
会
場
内
は
賑
や
か

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
の
持
ち
場
は
工
作
で
、
牛
乳

パ
ッ
ク
に
き
れ
い
な
和
紙
を
貼

り
、
持
ち
手
を
付
け
て
「
か
わ
い

い
小
物
入
れ
」を
作
る
所
で
し
た
。

私
も
早
く
き
れ
い
に
作
れ
る
よ
う

に
練
習
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
い

ざ
本
番
と
な
る
と
慌
て
ま
し
た
。

　
パ
パ
や
マ
マ
の
顔
を
見
上
げ
な

が
ら
作
る
笑
顔
の
仲
良
し
家
族
、

自
分
で
作
っ
た
小
学
生
、
同
年
齢

の
方
も
孫
の
た
め
に
、
自
分
の
た

め
に
と
作
ら
れ
ま
し
た
。「
出
来

た
！
あ
り
が
と
う
！
」
の
言
葉
に

励
ま
さ
れ
、
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
会
場
内
で
は
、
い
ろ
い
ろ
の
催

し
物
や
食
の
テ
ン
ト
も
あ
り
、
来

場
者
の
皆
様
の
笑
顔
に
出
会
う
こ

と
で
楽
し
い
時
間
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
大

変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

��「
福
幸
祭
in
真
備
」
に
参
加
し
て

 

倉
敷
市
老
連 

玉
島
地
区
老
連
　
植
田
　
洋
子

　
ド
ン
・
ド
ド
ド
ー
ン
の
吉
備
真

備
太
鼓
の
力
強
い
和
太
鼓
の
音

で
、「
福
幸
祭
in
真
備
」が
、
始
ま

り
ま
し
た
。
吉
備
真
備
駅
前
広
場

は
、
真
備
の
老
若
男
女
た
ち
で
大

賑
わ
い
。
２
年
前
の
豪
雨
災
害
で

未
曾
有
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
真
備

地
区
と
は
、
一
山
越
え
た
だ
け
の

玉
島
地
区
の
我
々
は
、
な
す
す
べ

も
な
く
心
痛
め
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

こ
の
度
、
県
老
連
よ
り
お
声

を
か
け
て
頂
き
、「
昔
遊
び
コ
ー

ナ
ー
」
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り

女
性
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
呼
び

か
け
19
人
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
少
し
で
も
真
備
の

方
々
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
で
参
加
で
き

る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　
お
手
玉
・
あ
や
取
り
・
折
り
紙
・

豆
運
び
・
輪
投
げ
の
５
種
類
を
し

ま
し
た
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
人
気

で
、
子
ど
も
・
大
人
・
高
齢
者
と

多
く
の
方
が
並
ん
で
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。
小
さ
な
男
の
子
が
お

父
さ
ん
と
共
に
あ
や
取
り
に
夢
中

に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
挑
戦
し
て

い
た
り
、
女
子
高
校
生
が
豆
運
び

に
苦
戦
し
た
り
、
寒
さ
に
か
じ
か

ん
だ
手
で
折
り
紙
に
挑
戦
し
、
幾

つ
も
幾
つ
も
折
っ
た
り
、
家
族

揃
っ
て
輪
投
げ
に
挑
み
、
ワ
ー

ワ
ー
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と�

も
う
１

回
も
う
１
回
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

り
、
ス
タ
ッ
フ
が
３
コ
の
お
手
玉

を
し
て
い
る
の
を
み
て
、
自
分
も

で
き
る
ま
で
挑
戦
す
る
人
や
ら
、

本
当
に
笑
顔
で
昔
遊
び
を
楽
し
ん

で
下
さ
っ
て
い
る
姿
に
、
私
た
ち

も
嬉
し
く
元
気
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

心
配
し
て
い
た
天
気
も
回
復

し
、
午
後
に
は
晴
れ
て
暑
い
く
ら

い
で
し
た
。
名
前
の
「
福
幸
」
通

り
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
、
し
か
も

参
加
す
る
側
、
さ
れ
る
側
の
皆
が

笑
顔
で
元
気
の
出
る
有
意
義
な
、

三
世
代
交
流
「
福
幸
祭
in
真
備
」

に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉備真
備太鼓

大道芸

ギター
弾き語

り

チンド
ン＆紙

芝居

備中神
楽

真備少
年少女

合唱団

7　2020 年（令和 2年）8月



ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食

ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食

ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食

ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食
福幸餅

・ポトフ

井原鉄
道

2020 年（令和 2年）8月　8



女性 41歳
子どもからお年寄りまで幅広い年代が集
い、各々のペースですごせていたのがよ
かった。地元の人達が「行こう」「楽しかっ
た」と思うイベントを今後も続けて下さい。

男性 13歳
またやるのであれば、近くをま
われるウォークラリーマップな
どを作り、付近のPRもできれ
ば良いのではないかと思う。

女性 10歳
楽しいイベントやスタンプラ
リーなどがあっておもしろ
かった。これからも続けてく
ださい。

女性 42歳
当日は趣旨の通り三世代で参加されてい
る方も多かったと思います。お餅をふるま
いましたが、沢山の方に列ができるほど来
ていただけて良かったと思います。

女性 44歳
お餅やポトフを笑顔で受け取っ
ていただけて、とても嬉しかっ
たです。ひと時でも楽しい時
間が提供できたかな。

お手伝いしていただいたボランティアの方の感想来場者より

ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食

ふるまい

パフォーマンス

相 談

体 験
キッズ

飲 食

グラウ
ンド・ゴ

ルフ

綿菓子

昔遊び

工作

ふわふ
わ遊具

子供服
譲り

9　2020 年（令和 2年）8月



と ぴ っ く す

井原市

井原市老人クラブ連合会 井原地区老連 七日市福老会 会長　佐藤 勝也
親睦・健康・福祉の向上を目指して

　七日市福老会は、117名（男性51名、女性66名）の会員でス

タートしています。“仲良く”“助け合い”“元気に過ごそう”をモッ

トーに、親睦旅行（春・秋）、グラウンド・ゴルフ大会（春・秋）、

奉仕活動（井原駅周辺・七日市運動公園）などを実施しています。

本年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、総会を

はじめ各種活動が中止または延期されるというさびしいスター

トになってしまい残念であります。そこで、昨年度の活動の中か

ら三つの活動を紹介いたします。

①「今年も元気に…」　【新春の集い】

　�　1月11日、出部公民館に36人が集まり令和になって初めて

の「新春の集い」を開催いたしました。

　�　健康第一と今年も、ほそや医院院長の細谷�正晴先生から

元気に生き抜くためのヒントや数々のストレッチ体操を教え

ていただきました。その後、備中神楽保存会の子どもたちに

よる力いっぱいの神楽を見せていただき元気をもらいました。

和やかな会食後は、ビンゴゲームなどを楽しみ賑やかで盛り

上がった集いになりました。

②「快音響く…」　【グラウンド・ゴルフ大会】

　�　〝コーン〟〝カーン〟と快音が響きわたる10月17日の七日市運

動公園、令和元年度第２回グラウンド・ゴルフ大会を開催しま

した。絶好のスポーツ日和、公園に８ホールのコースを設定し、

参加者22名が５グループに分かれてスタートし、２ラウンド

でスコアを競い合いました。

　�　日ごろの練習の成果を発揮し、狙いを定めて真剣にスイン

グしますがなかなか思うところへ飛びません。「ああ、はずれ

た、残念！」「惜しい！」「よし、いけ！」「やった、ウフッ！」…

いろいろな声が飛び交い、歓声あり笑いありの和やかな雰囲

気の中で日ごろの運動不足を解消し、親睦を深め合うグラウ

ンド・ゴルフ大会でした。�

③「宝福寺」を訪ねて…　　【秋季研修旅行】

　�　１１月１９日、研修旅行で瀬戸町や長船町、さらに総社市を

訪ねました。
　�　最初の見学はキリンビール岡山工場です。「見て、ふれて、

味わって、キリン一番搾り“おいしさの秘密発見”ツアー」として、

素材や製造工程などを見学しながら説明を聞きました。最後

は、「キリン一番搾り生ビール」を含む３種類の飲み比べ（試飲

タイム）、冷えたビールの味は格別でした。

　�　続いて「備前長船刀剣博物館」では、数々の名刀を観賞し刀

剣工房では日本刀の製作工程を見学しました。残念だったの

は、≪国宝「太刀��無名一文字」（山鳥毛）≫を見ることができな

かったことです。（特別陳列期間が終わっていた。）変化にとん

だ刀文が、「山鳥が躍るよう」とも「山野が燃えるよう」とも言わ

れ“山鳥毛”（やまとりげ）という愛称で呼ばれているようです。

　�　最後は、総社で「精進料理」を味わい、雪舟で有名な「宝福寺」

で歴史を学び、紅葉がきれいな境内や参道を散策し旅を終わ

りました。

2020 年（令和 2年）8月　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



瀬戸内市

美咲町

美咲町老人クラブ連合会柵原支部
飯岡地区老人クラブ連合会 会長　最上  忠

コロナ禍の教訓での活動

　柵原支部は、美咲町の東部に位置し、29単位ク
ラブ1,871名が所属する連合会です。
　その中でも、隣は赤磐市と美作市に位置する旧小
学校区の飯岡地区老人クラブ連合会は、５単位クラ
ブ295名が所属する連合会です。
　本会の年間の活動は、単位クラブの活動に弾みを
つけるため、年の初めと終わりにグラウンド・ゴル
フで新春とクリスマス大会を初心者からベテランま
で親睦と健康づくりを目的に行っています。そのた
めに、毎週土曜日を会員は誰でも気軽に参加できる
練習日として、協会の理解と指導のもとに行ってい
ます。
　60歳を過ぎてもまだまだ現役世代です。日程も
配慮していますが、参加者が少ないのが悩みの種で
す。一家の前提条件が昔と違いますので、会員加入
促進運動には理解をしてもらえますが、日頃の活動
への参加できる環境づくりが必要と感じています。
　単位クラブの活動では、４月に総会、５月、８月、
11月の20日に県道・町道・農道の缶ゴミ拾い、11
月には敬老祭、12月にはみかんを持参して80歳以
上のお宅をふれあい訪問して安否確認とお話をして
います。
　本年は、新型コロナウイルスとのこれまでの闘い
には、長期の外出自粛をはじめ未経験のことばかり
でしたが、これを今後にどう生かすか。賢人は歴史
に学ぶというように、次の流行へは準備して地域の
特性を生かした活動に頑張りま～す。

瀬戸内市老人クラブ連合会 邑久支部

邑久団地シニアクラブ 邑楽会 会長　木下 武夫

邑久団地ふれあいサロンの紹介

　私たち邑久団地シニアクラブは友愛活動の
一環として平成14

年クラブ編成の時から団地集会所にて、毎
月1回のサロン活動

を行っています。本年で16年目悠に184回
目の期末を迎えよう

としています。

　現在、100名の会員の中で常時参加してい
ただいている65名

にその月の行事案とご出席可否の回答用片
を入れた封筒を、全

員にご自宅まで配布しご案内をしておりま
す。出席の可否はそ

の封筒に入れ、私の家のポストに投函しても
らっています。参加

の可否をお一人ごとご返事頂くことで、その
方の様子を確認する

ことが出来、参加できない理由など、お話
を伺うことで一つの

見守りにもなっているのではと考えておりま
す。

　サロンの内容ですが、団地内の趣味の同好
会（銭太鼓・鈴心・

傘踊り・フラダンス・大正琴・詩吟・しの笛な
どの楽器演奏など）

の皆さんの練習の成果を年１回ご披露して
頂く事や、市社協の

包括支援センターを始めとする関係機関に
協力をお願いし、健

康講座、防犯・防災講座や筋力アップ体操等
、年間を通して計

画しております。体操は毎週月曜日午後１時
半から３時まで市の

推薦する「はつらつ体操」を自由参加で、ま
た、お昼には婦人部

の有志のご協力を得て、手作りのおいしい料
理をご馳走いただ

いております。

　団塊の世代が多い団地でもある事からコミ
ュニケ―ションはよ

く執れており、毎回平均40名の参加であり
、内、男性の参加者

が20人以上と多いのが特徴でもあります。

　サロン運営でお悩みの方ご連絡いただけ
れば、ノウハウお教

えいたします。

�　2020 年（令和 2年）8月



会員の ひ ろ ば

岡山県老人クラブ連合会では令和３年１月に発行する「晴ればれ
シニア岡山第24号」に掲載する皆様の作品を次の通り募集い
たします。

　 ●俳句　　●川柳　　●短歌　　●絵手紙
　 ●投稿文（身近な出来事、趣味などについて400字程度）

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※ 編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の場合

は事務局により選考させていただく場合があることをご了承ください。

【応募先】
　〒700-0807 岡山市北区南方２－１３－１　きらめきプラザ内
　岡山県老人クラブ連合会　晴ればれシニア岡山　作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和２年10月31日（土）
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

令
和
元
年
度
市
町
村
老
連
正
・

副
会
長
会
議
が
令
和
２
年
２
月
13

日
（
木
）
～
14
日
（
金
）
に
瀬
戸
内

市
邑
久
町
虫
明
の
「
岡
山
い
こ
い

の
村
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
心
配
さ
れ
始
め
た
時
期
で
し

た
が
、
何
と
か
ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
参
加
市
町
村
老
連
は

22
市
町
村
老
連
で
、
残
念
な
が
ら

４
市
町
村
老
連
が
欠
席
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
総
数
62
名
で
、
例

年
に
劣
ら
ず
に
ぎ
や
か
な
宿
泊
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
県
老
連
吉
田

会
長
が
あ
い
さ
つ
。
昨
年
関
東
・

東
北
地
方
を
襲
っ
た
台
風
15
号
・

19
号
災
害
へ
の
救
援
拠
金
の
お
礼

を
は
じ
め
、
来
年
度
の
事
業
と
し

て
、
岡
山
県
が
当
番
県
と
し
て
７

月
に
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

す
る
こ
と
や
、
６
月
に
は
県
老
連

の
役
員
改
選
が
あ
る
こ
と
な
ど
に

触
れ
、
引
き
続
き
の
協
力
を
お
願

い
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
の
行
政
説
明
、
警
察
本
部
の

寸
劇
を
交
え
た
特
殊
詐
欺
防
止

や
交
通
事
故
防
止
の
話
、
外
部
講

師
の
講
演
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
懇

親
会
な
ど
を
通
じ
て
、
意
見
・
情

報
交
換
や
懇
親
が
大
い
に
図
ら
れ

今
回
も
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

第
１
日
目

〈
12
時
00
分
〉

◆
受
付

〈
13
時
00
分
〉

◆
開
会

◆
挨
拶　
県
老
連　

吉
田
会
長

〈
13
時
20
分
〉　

◆
行
政
説
明

「
岡
山
県
の
高
齢
者
施
策
に
つ
い

て
」

　

岡
山
県
長
寿
社
会
課

　

総
括
副
参
事

�

　

佐
藤　

勇
夫　

氏　

　

岡
山
県
の
高
齢
化
の
状
況
、
介

護
保
険
事
業
や
認
知
症
対
策
の
推

進
、
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
の
補
助
金

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
課
の
大
熊
副
参
事

と
支
援
員
の
方
に
よ
り
認
知
症
や

介
護
予
防
の
た
め
の
話
と
脳
ト
レ

運
動
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〈
14
時
30
分
〉

◆
講
演
①

「
高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

に
つ
い
て
」

　

岡
山
県
警
察
本
部

　

生
活
安
全
部

　

生
活
安
全
企
画
課　

課
長
補
佐

�

　

佐
藤　

泰
弘　

氏　

　

撃
退
電
話
広
め
隊
の
皆
さ
ん

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ

い
て
」

　

岡
山
県
警
察
本
部

　

交
通
部
交
通
企
画
課

　

安
全
指
導
担
当
課
長
補
佐

�
　

山
田　

啓
史　

氏　

　

撃
退
電
話
広
め
隊
の
皆
さ
ん
の

寸
劇
に
よ
る
特
殊
詐
欺
防
止
対
策

や
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　〈
15
時
45
分
〉

◆
グ
ル
ー
プ
討
議

テ
ー
マ
「
役
員
の
後
継
者
の
育
成

に
つ
い
て
」

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
た
め

ク
ラ
ブ
活
動
を
休
止
す
る
事
例
が

発
生
は
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
は
後
継
者
の
育
成
を
テ
ー
マ
と

し
ま
し
た
。

　

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ

ル
ー
プ
の
司
会
は
県
老
連
の
副
会

長
が
務
め
、
記
録
係
を
決
め
て
い

た
だ
い
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

討
議
に
入
り
ま
し
た
。
参
加
者
全

員
か
ら
発
言
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

活
発
な
グ
ル
ー
プ
討
議
と
な
り
ま

し
た
。

〈
18
時
30
分
〉

　

お
風
呂
に
入
る
な
ど
し
ば
し
休

憩
の
後
、
い
こ
い
の
村
大
広
間
に

一
同
が
会
し
、
恒
例
の
懇
親
会
に

移
り
ま
し
た
。
県
老
連
吉
田
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
同
安
田
副
会
長
の

乾
杯
の
発
声
の
後
、
歓
談
に
入
り

ま
し
た
。
蒸
し
ガ
キ
、
カ
キ
の
フ

ラ
イ
な
ど
地
元
虫
明
産
の
カ
キ
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
お
酒

に
、カ
ラ
オ
ケ
と
大
盛
況
の
う
ち
、

県
老
連
高
橋
副
会
長
の
中
締
め
の

あ
い
さ
つ
に
よ
り
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

第
２
日
目

〈
8
時
30
分
〉

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
の
合
唱
、
県

老
連
延
原
副
会
長
の
指
導
に
よ
る

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
で
２
日
目

が
元
気
に
始
ま
り
ま
し
た
。

〈
8
時
40
分
〉

◆
事
業
説
明

　

令
和
２
年
度
の
事
業
方
針
・
重

点
目
標
・
事
業
計
画
と
課
題
で
あ

る
会
員
増
強
運
動
等
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明�

〈
9
時
50
分
〉

◆
講
演
②

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
「
食
力
」」

　

岡
山
県
歯
科
医
師
会　

理
事

�

　

角
谷　

真
一　

氏　

　

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
健
康
長

寿
の
秘
訣
と
話
さ
れ
、
よ
く
噛
ん

で
食
べ
る
と
動
脈
硬
化
や
認
知
症

の
予
防
に
な
る
こ
と
、
口
か
ら
食

べ
な
い
と
免
疫
力
が
低
下
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
高
齢
者
も
食
力

を
つ
け
よ
う
９
０
２
９
運
動
」
90

歳
で
肉
（
に
く
）
を
食
べ
る
！
を

推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
口
で

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
分
か
り
や
す
く
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

〈
11
時
00
分
〉

◆
全
体
会

　

①
グ
ル
ー
プ
討
議
の
報
告

　

�　

前
日
の
グ
ル
ー
プ
討
議
の
結

果
に
つ
い
て
３
グ
ル
ー
プ
の
代

表
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
若
手
登
用
の
必
要
性
や

役
を
持
ち
回
と
し
て
い
る
事
例

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

②
全
体
討
議
・
質
疑

　

�　

最
後
に
意
見
交
換
・
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

〈
12
時
00
分
〉

◆
閉
会

　

会
場
の
出
入
り
に
は
消
毒
液
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
注
意
し
た
会
議
で

し
た
が
、
体
調
を
く
ず
し
た
人
も

な
く
、
２
日
間
の
日
程
を
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
リ
ー

ダ
ー
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

令和元年度 市町村老連正・副会長会議
�　2020 年（令和 2年）8月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



写真、体験談を募集します。
平成 30 年７月、私たちは豪雨による大災害を経験しました。
岡山県老人クラブ連合会では、高齢者や老人クラブの視点から、この
豪雨災害の経験や取り組んだ活動を記録し、将来への教訓を残すこと
を目的として、復興を祈念する誌面を作成することを計画しています。
つきましては、

 ・災害時の様子がわかる写真や体験談
 ・復興に向けて取り組んでいる写真や体験談
 ・被災地への支援に取り組んだ写真や体験談
 ・防災についてクラブで取り組んでいる事例の紹介
などを募集いたします。写真には説明を付けてお寄せください。
ご協力をよろしくお願いいたします。

平成30年７月豪雨災害

締切日　令和２年11月30日（月）
送付先
〒 700-0807
岡山市北区南方2-13-1 きらめきプラザ内
岡山県老人クラブ連合会　災害復興祈念誌係
TEL 086 -226 -2877　FAX 086 -226 -2881

※原則としていただいた写真や原稿は返却できません。
※�誌面掲載の折には文章を若干添削する場合もありますので
ご了承ください。

皆さまの投稿で作られる記録資料としての作成を計画しています。あのときどう感じたのか、
その後どのように行動したのか、皆さまの貴重な経験や残しておきたい、また伝えておきたい思いをご投稿ください。

岡山県

老人クラブ連合会

会員の皆さまへ

情 報 交 差 点
◆加入促進表彰◆
　令和元年度に実施した会員加入促進につ
いて、優秀な成績をあげた次のクラブに対し、
表彰状が贈られました
　県老連では、「単位クラブ年間１名純増運動」
を実施しています。単位クラブ等においては、
引き続き、会員加入促進活動の推進をよろしく
お願いいたします。

単位クラブ（25団体）
倉敷市 8クラブ 中島永楽会　中老人クラブ

小溝西－Ａシニア・クラブ
西阿知町新田ニコニコ会
朝間楽天クラブ
内田下楽々会
内田上楽々会
第１二万長寿会
岡田シニア北倶楽部

津山市 5クラブ 嵯峨山会
新力クラブ
中筋きらく会
上村楽寿会
大久保楽友会

総社市 1クラブ 三須長寿会
高梁市 1クラブ 塩田研精会
瀬戸内市 2クラブ 潤徳老人クラブ

新生会
真庭市 1クラブ 上口悠々クラブ
浅口市 3クラブ 八重老人クラブ山冨貴会

向月福寿会
みどりケ丘緑寿会

和気町 3クラブ 田原下老人クラブ
小坂老人クラブ
入田かぼちゃの会

勝央町 1クラブ 岡老人クラブ南壽会

新規クラブ（3団体）
倉敷市 2クラブ 中島西ふれあいクラブ

山地上東長寿会
新見市 1クラブ 小阪部令和クラブ

復活クラブ（2団体）
津山市 1クラブ 老人クラブ岡楽会
井原市 1クラブ 野上高齢者クラブ

県老連会長が特に認めた場合（1団体）

新見市 1クラブ 正田長寿会
（会員数が175名・会員加入に力をいれている）

合計：31団体（11市町）

《表彰の対象》
表彰の対象は、「会員加入促進委員会」を設
置している市町村老連の単位クラブで次のい
ずれかの基準に該当する単位クラブとする。
（単位クラブ）
①�30人以上の単位クラブで令和2年4月1日
の会員数が、前年同日（平成31年4月1日）
より10パーセントの増員数（純増）以上で

あること。
②�新規に設立されたクラブ又は、休会・解散
したクラブを復活させたクラブであること。
　該当期間：平成31年4月1日～

� 令和2年3月31日
③その他、県老連会長が特に認めた場合。
　※②、③においても30人以上とする。
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



編 集 後 記

老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは
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発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
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岡 山 県

■会 員 数

　　　137,061 人
■クラブ数
　　　2,515 クラブ

（令和2年3月末現在）

　新型コロナウイルス感染症の影響で、新

しい老人クラブ活動の様式が求められてい

ますが、会員の皆様はいかにお過ごしでしょ

うか。県老連では、本年度は主要事業であ

る老人福祉大学、高齢者地域リーダー研修

会を残念ながら中止することといたしました。

しかし、集まることが難しいのなら、参加希

望者に個別に教材をお届けする新しい方式

で開催に替えようと、事務局でいろいろと検

討しています。直接会場で講師の話を聞いて

いただくようにはなりませんが、本年度はご

辛抱をお願いいたします。感染症の脅威が

去るまでは新しいクラブ活動の様式を皆で

工夫し活動を展開しようではありませんか。

県老連事業等の新型コロナウイルス感染防止への対応
令和２年４月～７月の会議等
4月23日㈭ 中国ブロック県・指定都市老連連絡協議会 中止
5月21日㈭ 第１回理事会 書面決議に変更
6月 5日㈮ 定時評議員会 書面決議に変更
　  〃 第２回理事会 期日変更
6月23日㈫　 第２回理事会 開催
7月 9日㈭～10㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 中止

令和２年度（第45次）岡山県老人福祉大学

岡山、倉敷（２回）、高梁、津山の各会場で9月～12月に開催 全て中止
在宅講義方式に変更

令和２年度高齢者地域リーダー研修会

岡山、倉敷、高梁、津山、美作の各会場で6月～10月に開催 全て中止
在宅研修方式に変更

令和２年度岡山県総合社会福祉大会
10月14日㈬　岡山市民会館 中止

第49 回全国老人クラブ大会
11月17日㈫～18㈬　山形市 中止

みんなでコロナを乗り越えよう！
（参考）岡山県内の感染者数
（７月20日現在・累計・岡山県HPから）

３月 4 人
４月 19 人
５月 2 人
６月 1 人
７月 17 人
計 43 人

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため出されていた緊急事態宣言は、５月25日にす
べての都道府県で解除されましたが、その後も感染者の発生が続いています。高齢者は、感染
すると重症化するリスクが高いと言われていますので、引き続き、十分注意することが必要です。
　老人クラブ活動に当たっては、特に次の事項を徹底し、安全に活動してください。
　①集まるときはマスクを着用、手洗い・手指の消毒（夏場は熱中症に注意）
　②３密（密集、密接、密閉）を避ける
　③人との間隔はできるだけ２ｍ空ける、こまめに部屋の換気
　④サロンなどのときは、対面を避ける
　⑤体調がすぐれないと感じたらムリをせず自粛
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